
 

 

「頼むぞ」の声援を受け，「いざ，出陣！」岸蹴り直前の

水上運動会の選手達。湖岸は黒山の人（上、昭和４（1929）

年）。ゴール目前に，必死の形相で最後の力漕（下、同年） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

『
進
修
』
に
登
場
す
る
水
上
運
動
会 

本
校
の
歴
史
を
探
ろ
う
と
す
れ
ば
、
い
つ
も

『
進
修
』
が
そ
の
中
心
的
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
年
度
の
行
事
や
部
活
動
等
の
状
況
が
、
生

徒
や
教
師
に
よ
っ
て
つ
ぶ
さ
に
叙
述
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。
明
治
33
年
（
1900
）
１
月
に
そ

の
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
毎
年

一
回
発
刊
さ
れ
て
き
た
。
散
逸
し
た
号
数
も
あ

っ
た
が
、
心
あ
る
方
々
か
ら
の
ご
寄
贈
を
得
て
、

今
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
収
蔵
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
『
進
修
』
を
主
な
る
史
料

と
し
、
今
号
は
水
上
運
動
会
を
辿
っ
て
み
た
い
。 

前
号
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
創
立
10
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
新
艇
が
建
造
さ
れ
、
艇
庫
も

完
成
し
た
。
以
降
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
（
端
艇
競

漕
）
は
一
大
行
事
と
な
り
、
そ
れ
に
向
け
て
、

生
徒
達
は
一
心
不
乱
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

『
進
修
』
第
12
号
（
明
治
41
年
12
月
発
行
）

に
よ
れ
ば
、
同
年
の
進
修
会
掲
示
板
に
は
「
勇

壮
な
る
ボ
ー
ト
を
漕
げ 
汝
海
国
男
子
よ 

薫
風
や

オ
ー
ル
一
聲
鴎
飛
ぶ
」
と
の
檄
が
貼
ら
れ
、
オ
ー

ル
を
握
ら
ざ
る
も
の
は
亀
城
男
子
に
あ
ら
ず

と
、
生
徒
達
は
日
々
漕
艇
を
試
み
て
い
っ
た
。

整
備
さ
れ
た
端
艇
の
「
筑
波
」
「
霞
」
「
桜
」

「
鹿
島
」
「
香
取
」
は
い
ず
れ
も
７
人
乗
り
。

『
進
修
』
で
は
、
７
名
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
シ
ー

ト
）
名
に
つ
い
て
、
船
首
に
近
い
方
か
ら
、
舳

手
（
じ
く
し
ゅ
）
・
二
番
・
三
番
・
四
番
・
五

番
・
整
調
（
せ
い
ち
ょ
う
）
・
舵
手
（
だ
し
ゅ
）

と
記
し
て
い
る
。
「
舳
手
（Bow

、
バ
ウ
）
」

は
、
船
首
に
最
も
近
い
漕
手
。
漕
手
全
員
の
方

を
向
い
て
い
る
の
で
、
声
を
か
け
て
士
気
を
鼓

舞
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
と
、
ク
ル
ー

を
リ
ー
ド
す
る
役
割
も
持
ち
、
技
術
に
長
け
た

者
が
そ
の
任
に
あ
た
る
と
い
う
。
「
二
番
・
三

番
・
四
番
・
五
番
」
は
ミ
ド
ル
ク
ル
ー
（Middle 

Crew

）
と
呼
ば
れ
、
舳
手
と
整
調
に
は
さ
ま
れ

た
漕
手
で
、
船
首
に
近
い
方
は
数
字
が
小
さ

い
。
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
と
も
呼
ば
れ
、
最
も
筋

力
や
持
久
力
の
あ
る
選
手
が
置
か
れ
る
。
「
整

調
」
（Stroke

、
ス
ト
ロ
ー
ク
）
は
船
尾
に
最

も
近
い
漕
手
。
全
漕
手
か
ら
オ
ー
ル
の
動
き
が

見
え
る
の
で
、
整
調
の
ピ
ッ
チ
が
漕
手
全
体
の

ピ
ッ
チ
を
秩
序
立
て
て
い
く
役
回
り
で
、
経
験

豊
富
な
者
が
適
任
と
さ
れ
る
。「
舵
手
」（Cox

、

コ
ッ
ク
ス
）
は
最
後
尾
で
前
向
き
に
乗
り
、
最

短
距
離
で
航
走
で
き
る
よ
う
舵
を
取
る
選
手
。

但
し
、
舵
を
切
る
と
水
の
抵
抗
が
大
き
く
な
る

の
で
、
各
ク
ル
ー
が
、
左
右
バ
ラ
ン
ス
よ
く
漕

げ
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
他
、

ピ
ッ
チ
（
ペ
ー
ス
）
を
考
え
て
ク
ル
ー
に
指
示

し
た
り
（
舵
手
の
指
示
は
絶
対
で
あ
る
）
、
タ

イ
ム
を
計
っ
た
り
、
漕
手
が
力
を
100
％
発
揮

で
き
る
よ
う
に
心
理
面
で
リ
ー
ド
し
た
り
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
コ
ッ
ク
ス

は
艇
長
・
作
戦
参
謀
・
心
理
学
者
等
の
多
様
な

側
面
を
持
っ
た
存
在
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
は

陸
に
上
が
っ
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
入
れ
た
り
し

て
、
ク
ル
ー
を
引
き
締
め
つ
つ
、
盛
り
上
げ
る

の
に
も
奮
闘
す
る
〝
艇
の
リ
ー
ダ
ー
〟
な
の

だ
。
加
え
て
、
少
し
で
も
重
量
を
減
ら
す
た
め
、

小
柄
な
者
が
う
っ
て
つ
け
と
さ
れ
て
い
る
。 

ボ
ー
ト
競
技
の
魅
力 

と
こ
ろ
で
ボ
ー
ト
競
技
は
〝
ス
ピ
ー
ド
〟

を
争
う
ス
ポ
ー
ツ
。
オ
ー
ル
を
持
ち
、
艇
を
漕

ぎ
進
め
、
他
艇
よ
り
少
し
で
も
先
に
ゴ
ー
ル
す

れ
ば
勝
ち
と
い
う
、
ま
こ
と
に
単
純
明
快
な
競

技
。
そ
し
て
、
レ
ー
ス
に
勝
つ
た
め
に
は
、
個
々

の
高
い
力
量
が
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

ク
ル
ー
全
体
（
乗
艇
メ
ン
バ
ー
）
の
〝
息
〟
が

ぴ
っ
た
り
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
。
バ
ラ

バ
ラ
の
漕
ぎ
で
は
一
人
一
人
の
パ
ワ
ー
を
生

か
す
こ
と
は
で
き
ず
、
艇
速
（
ス
ピ
ー
ド
）
を

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
到
底
か
な
わ
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
あ
ら
ぬ
方
向
に
進
み
、
あ
げ
く
の

果
て
に
は
、
沈
没
の
憂
き
目
を
被
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
全
員
の
呼
吸
・

意
識
・
動
き
の
全
て
が
揃
っ
た
時
に
、
初
め
て

艇
を
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
に
ま
で
加
速
で
き
、
そ

の
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
は
艇
が
空
を
飛
ん
で

い
く
感
覚
な
の
だ
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
全
員

の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
集
中
力
は
絶
対
条
件
で

あ
り
、
そ
の
度
合
い
次
第
で
、
２
・
３
年
の
経

験
の
差
が
埋
め
ら
れ
、
掴
み
所
の
な
い
水
が
捕

ま
え
ら
れ
る
の
だ
。
そ
の
た
め
、
ボ
ー
ト
競
技

は
「
究
極
の
団
体
ス
ポ
ー
ツ
」
と
も
言
わ
れ
る
。 

一
致
団
結
し
て
戦
う
一
体
感
や
連
帯
意
識

の
高
揚
感
、
そ
し
て
血
た
ぎ
る
充
実
感
。
さ
ら

に
は
紫
峰
筑
波
を
仰
ぎ
つ
つ
、
四
季
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
る
湖
上
で
、
自
然
と
融
合
し
て
思

う
が
ま
ま
に
漕
ぎ
渡
る
爽
快
感
は
、「
土
中
生
」

を
ボ
ー
ト
の
〝
と
り
こ
〟
に
し
て
い
っ
た
。 

熱
狂
の
水
上
運
動
会
に
多
数
の
観
客 

前
号
で
述
べ
た
第
１
回
に
続
き
、
第
２
回
水

上
運
動
会
は
翌
明
治
41
（
1908
）
年
11
月
に
開

催
さ
れ
た
。
『
進
修
』
第
12
号
（
明
治
41
年

12
月
発
行
）
に
は
「
薫
風
渡
る
頃
よ
り
間
断
な
く

錬
磨
せ
し
そ
の
腕
い
つ
か
た
め
さ
ん
、
月
明
に
遠
漕
せ

し
そ
の
雄
心
い
つ
か
示
さ
ん
」
と
あ
り
、
遠
漕
を
試

み
て
体
力
錬
磨
、
不
屈
の
精
神
を
涵
養
し
、
待

ち
に
待
っ
た
生
徒
の
様
子
が
窺
え
る
。
以
下
、

往
時
の
興
奮
・
熱
気
が
そ
の
ま
ま
感
じ
取
れ
る

よ
う
原
文
を
活
か
し
つ
つ
ま
と
め
て
み
た
い
。 

天
候
も
川
口
水
神
の
御
恵
み
か
、
快
晴
抜
け

る
よ
う
な
秋
空
。
午
前
７
時
30
分
、
開
催
を

告
げ
る
煙
火
一
発
蒼
穹
に
響
く
や
、
五
百
の
健 

児
を
は
じ
め
観
客
が
、
艇
庫
前
（
川
口
港
）
に 

続
々
と
つ
め
か
け
る
。
万
国
旗
が
風
に
翻
り
、 

平成２４年９月４日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 

第４９号 

創立10周年記念事業として，明治40（1907）年に端艇５隻を建造。そ

れは水上運動会（端艇競漕会）の端緒を開いていくものだった。端艇（ボート）

競技は，すさまじい覇気と武勇の気魄をもって，漕手全ての一糸乱れぬ動きと，

調和のとれた漕力が勝負の鍵。そしてその一体感こそが競漕の醍醐味なのだ。 

霞ヶ浦で展開された熱闘は，オリンピックの興奮を見るように人々に大きな

感動を与え，地域の名物行事となっていった。今号は水上運動会を追ってみる。 

 

かんｋっやｔ未九段のぬ亡者宇うまｔすさま執念ねｎ花が過ぎると，冬眠し

ていた樹々が一斉に新緑を芽吹き，青葉の匂いにいやされる皐月。校内でひと

きわ目をひくのは，旧本館玄関前に鬱蒼と茂る楠の巨樹。立夏の陽光を受け，

すっかり入れ替わった緑の葉が“キラキラ”と輝く。 

旧本館が建設された際に５本の苗が植樹されたが，昭和初期に１本が欠け，

平成に入ってまた１本が欠け，現在は3本だけが聳立する。旧本館と同様に，

よく記念写真の背景を飾るこの“クスノキ”について今号は取り上げてみたい。 



 

 

水上運動会メインレース「３・４・５年生学年対抗」（上，
昭和４年 11 月）ボート部の艇庫と部員（明治 44 年 10 月）
最前列右より二人目が劇作家・随筆家高田保（中 12 回卒） 
 

余
録 

追
憶 

 

永
山
正
（
元
本
校
教
諭
・
大
正
14 

年
～
昭
和
40
年
在
職
） 

…
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
、
秋
の
陸
上
運
動
会
と
な
ら
ん

で
春
の
最
大
の
行
事
で
５
月
の
日
曜
日
に
催
さ
れ
た
。

霞
ヶ
浦
を
も
つ
土
浦
中
学
校
と
し
て
は
、
最
も
ふ
さ
わ

し
く
カ
ッ
コ
よ
い
若
者
の
祭
典
で
、
土
浦
の
名
物
で
も

あ
っ
た
。
特
に
祭
典
と
い
っ
た
の
は
、
競
技
に
参
加
す

る
者
は
陸
上
と
は
違
っ
て
少
な
く
、
大
部
分
の
生
徒
は

応
援
団
だ
か
ら
だ
。
レ
ー
ス
は
今
の
土
浦
港
の
岸
壁
で

行
わ
れ
、
艇
は
さ
く
ら
・
つ
く
ば
・
か
す
み
の
三
隻
だ

っ
た
。
各
部
対
抗
（
ボ
ー
ト
部
除
く
）
、
ク
ラ
ブ
対
抗
、

地
域
対
抗
（
通
学
区
で
そ
の
頃
、
会
が
組
織
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
桜
川
以
南
の
桜
南
会
、
石
岡
の
南
城
ク
ラ

ブ
と
か
…
。
私
は
南
城
ク
ラ
ブ
の
顧
問
だ
っ
た
）
そ
し

て
最
後
に
学
年
対
抗
レ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
応
援
合
戦

は
華
や
か
で
物
す
ご
か
っ
た
。
学
年
対
抗
で
五
年
生
が

敗
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
事
は
容
易
で
は
な

く
、
学
年
担
任
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
頭
痛

の
種
で
あ
っ
た
。
昭
和
13
年
プ
ー
ル
の
完
成
に
よ
っ
て

ボ
ー
ト
部
も
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
な

気
が
す
る
（
補
足:

艇
庫
が
な
く
な
り
端
艇
は
や
む
な
く

手
放
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
端
艇
購
入
積
立
金
を

プ
ー
ル
建
設
資
金
に
あ
て
た
）
。
若
さ
を
発
散
す
る
シ

ン
ボ
ル
み
た
い
だ
っ
た
か
ら
。
あ
の
頃
の
艇
庫
あ
た
り

に
は
、
霞
ヶ
浦
観
光
ホ
テ
ル
な
ど
が
出
現
し
、
レ
ー
ス

の
行
わ
れ
た
コ
ー
ス
も
立
派
な
岸
壁
と
な
り
、
突
端
に

は
ハ
イ
カ
ラ
な
レ
ー
ク
ロ
ッ
ジ
の
建
物
が
現
れ
、
付
近

は
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
庭
球
コ
ー
ト
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
が
で
き
、
湖
上
に
は
ボ
ー
ト
に
代
わ
っ
て
ヨ

ッ
ト
が
霞
ヶ
浦
の
花
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
50
年
の
歳

月
の
経
過
を
物
語
っ
て
い
る
…
（
『
進
修
百
年
』
よ
り
） 

現在の川口（土浦港）。左側の建物はホテ
ルＣＡＮＫＯＨ（旧霞ヶ浦観光ホテル，今
は震災で営業休止中）。その右隣の木立は
川口運動公園（上）。川口運動公園正門（下） 
 

         

      は
や
選
手
の
意
気
は
天
を
衝
く
ば
か
り
。
汽
船

３
隻
は
、
来
賓
と
生
徒
の
観
覧
船
と
し
て
、
汽

船
善
彌
丸
は
審
判
係
用
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
雇

い
入
れ
、
午
前
10
時
に
レ
ー
ス
開
始
。 

 

レ
ー
ス
は
９
回
。
距
離
は
750
ｍ
。
１
・
２

年
は
各
組
対
抗
競
漕
。
水
戸
中
学
選
手
の
競
漕

や
来
賓
・
卒
業
生
・
職
員
混
合
の
競
漕
も
行
わ

れ
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
メ
イ
ン
は
３
・
４
・

５
年
生
に
よ
る
学
年
対
抗
レ
ー
ス
。
第
３
選
手

に
よ
る
競
漕
か
ら
始
ま
り
、
第
２
選
手
、
第
１

選
手
と
、
３
回
の
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

生
徒
の
応
援
合
戦
は
レ
ー
ス
を
追
う
ご
と
に

熱
を
帯
び
て
い
く
。
そ
し
て
、
最
高
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
第
１
選
手
と
も
な
れ
ば
、
出
発
点
に

向
か
う
ク
ル
ー
に
観
覧
船
か
ら
「
頼
ん
だ
」
「
し

っ
か
り
や
れ
」
「
４
年
、今
度
は
勝
て
」
な
ど
の
声
援

や
檄
が
飛
び
交
い
、
さ
な
が
ら
万
里
遠
征
の
軍

を
送
る
趣
。
選
手
達
も
「
今
に
見
よ
」
と
の
覚

悟
で
オ
ー
ル
を
握
り
し
め
、
日
頃
鍛
え
し
鉄
腕

を
振
る
う
は
今
日
と
、
勇
み
た
ち
た
る
健
児
の

面
影
、
清
き
心
は
香
澄
の
水
か
、
高
き
気
は
筑

波
峰
か
、
そ
の
華
々
し
き
漕
ぎ
振
り
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
。
４
年
（
赤
）
先
行
追
う
、
３
年
（
青
）
、

４
年
艇
に
迫
り
、
５
年
（
白
）
や
や
後
よ
り
進

む
。
観
覧
船
に
到
る
や
声
援
の
声
、
赤
・
白
・

青
の
旗
の
動
揺
、
大
太
鼓
乱
打
の
響
き
相
和
し

て
狂
せ
ん
ば
か
り
。
３
年
応
援
隊
は
小
舟
に
乗

っ
て
の
声
援
。
満
を
持
し
て
い
た
５
年
艇
、
一

気
に
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
３
年
・
４
年
艇
を
抜
き

去
り
、
４
年
艇
を
２
艇
身
半
引
き
離
し
て
ゴ
ー

ル
。
５
年
万
歳
の
歓
声
が
観
覧
船
の
甲
板
上
か

ら
湖
上
に
響
き
渡
る
。
タ
イ
ム
は
３
分
37
秒
、

４
年
艇
は
３
秒
、
３
年
艇
は
８
秒
の
遅
れ
で
ゴ

ー
ル
。
優
勝
旗
は
５
年
の
手
に
。
太
陽
が
西
山

に
傾
き
、
紫
雲
夕
日
を
浴
び
て
金
光
を
放
つ
な

か
、
優
勝
ク
ル
ー
が
５
隻
に
分
乗
、
艦
隊
運
動

を
行
い
、
野
も
山
も
町
も
湖
も
蒼
然
た
る
暮
色

に
つ
つ
ま
れ
る
頃
５
隻
は
艇
庫
内
に
収
め
ら

れ
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
終
止
符
を
う
つ
。 

 

翌
年
の
第
３
回
水
上
運
動
会
（
10
月
17
日

開
催
）
で
は
、
第
３
選
手
・
第
２
選
手
と
も
に

最
下
位
で
あ
っ
た
４
年
生
艇
が
、
第
１
選
手
レ

ー
ス
で
雪
辱
。
タ
イ
ム
は
４
分
38
秒
、
５
年

は
遅
れ
る
こ
と
10
秒
、
３
年
は
さ
ら
に
遅
れ

る
こ
と
15
秒
（
距
離
が
1000
ｍ
程
度
に
伸
び
た

よ
う
だ
）
。
一
時
は
意
気
阻
喪
し
て
い
た
４
年

生
応
援
団
は
、
に
わ
か
に
色
め
き
立
っ
て
「
４

年
万
歳
！
」
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。
（
明
治
43

年
１
月
発
行
『
進
修
』
第
13
号
） 

と
に
か
く
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
関
す
る
記
事

は
『
進
修
』
に
よ
く
登
場
す
る
。
第
15
号
（
明

治
45
年
４
月
発
行
）
で
は
「
…
こ
と
し
は
端
艇

建
造
五
周
年
の
記
念
を
も
兼
ね
て
、
例
年
よ
り
は
、
一

層
盛
大
に
挙
行
し
よ
う
と
い
ふ
目
論
見
だ
。
…
選
手
獰

猛
壮
烈
な
練
習
は
更
に
も
言
は
ず
、
各
級
弥
次
団
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
応
援
歌
の
練
習
に
声
打
ち
嗄
し
て
の
意
気

ご
み
だ
。
当
日
、
花
火
は
既
に
暁
の
空
に
轟
い
た
。
軽
雲

の
徂
徠
も
徐
に
収
ま
る
や
う
だ
。
人
は
み
な
川
口
さ
し

て
急
い
で
行
く
。
…
観
覧
の
人
は
夥
し
く
寄
せ
て
来
た
。

来
賓
席
の
賑
ひ
は
言
ふ
ま
で
も
無
い
…
」
（
抜
粋
）

と
盛
り
上
が
り
ぶ
り
を
つ
づ
る
。 

第
25
号
（
昭
和
２
年
１
月
発
行
）
に
は
、

後
に
茨
城
大
学
学
長
を
務
め
た
市
村
正
二
氏

（
中
30
回
卒
）
の
課
題
選
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
「
一
寸
の
間
、
沈
黙
が
続
い
た
か
と
思
ふ
と
、

何
時
の
間
に
か
、
三
隻
の
ボ
ー
ト
が
ま
の
あ
た
り
を
息

も
つ
か
ず
に
走
り
過
ぐ
。
『
一
、
二
、
一
、
二
』
か
れ
た
聲

を
出
し
て
調
子
を
と
る
舵
手
そ
れ
に
合
は
せ
て
水
に

入
る
櫂
。
赤
が
一
番
だ
…
な
に
青
だ
、
ホ
ラ
そ
こ
だ
、
し

っ
か
り
…
。
決
勝
線
は
近
づ
く
、
緑
の
ラ
ス
ト
ヘ
ヴ
ィ
が

利
い
た
の
か
、
今
一
間
と
離
れ
ぬ
決
勝
線
前
で
緑
は
赤

を
追
ひ
こ
し
て
心
地
よ
く
線
に
す
べ
り
込
ん
だ
。
『
ズ

ド
ン
』
と
何
と
も
云
え
ぬ
底
力
あ
る
様
な
号
砲
で
緑
は

一
着
の
栄
を
得
た
」
（
抜
粋
）
と
、
ゴ
ー
ル
の
決

定
的
な
場
面
を
活
写
す
る
。 

こ
う
し
て
霞
ヶ
浦
を
ひ
か
え
た
土
浦
中
学

な
ら
で
は
の
水
上
運
動
会
は
、
生
徒
を
熱
狂
さ

せ
る
行
事
と
な
り
、
近
郷
近
在
か
ら
多
く
の
観

客
を
集
め
、
県
知
事
も
来
臨
す
る
よ
う
な
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
っ
た
。
勝
負
に
こ
だ
わ

る
余
り
、
上
級
生
と
下
級
生
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル

を
生
じ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
休
日
を
利
用
し
て
、

遠
漕
を
試
み
る
な
ど
、
前
号
で
書
し
た
幸
津
校

長
の
端
艇
建
造
の
意
図
ど
お
り
、
心
身
を
鍛
え
、

浩
然
の
気
を
養
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。 

30
年
近
く
続
く
も
幕
を
下
ろ
す
時
が
… 

大
正
12
（
1923
）
年
の
関
東
大
震
災
の
時
も

「
ボ
ー
ト
は
蘇
生
し
た
何
と
い
ふ
う
幸
福
な
こ
と
で

あ
ろ
う
全
生
徒
祝
せ
！
海
国
男
子
の
血
は
躍
る
…
」
と
、

喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
乗
り
越
え
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
た
水
上
運

動
会
。
そ
れ
も
つ
い
に
幕
を
下
ろ
す
時
が
く
る
。

昭
和
10
（
1935
）
年
を
最
後
と
し
、
河
口
の
護

岸
工
事
に
よ
り
、
艇
庫
を
失
っ
た
た
め
で
あ
る
。

同
時
に
端
艇
部
も
廃
部
と
な
っ
た
の
だ
。（
了
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                    


